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序 言
この画像集 は、外 国人の 目か ら見た さま ざまな 日本像 を集成 した ものである。
日文研 では創 立以前 の創 設準 備室発 足(1986年)か ら、外 国人 による 日本旅行記
や 日本見聞記 な どを含め、外 国語で書かれ た 「日本研究書」の収 集 をお こなって き
た。海外 諸国か ら 「日本は どう見 られてい たか」、「どう思われて きたか」 を知 るた
めの資料 と してであ る。そ して 「外 国語で書かれた 日本研 究書」 を略 して 「外書」
と名付 け、 この収 集 を日文研 の図書 ・資料収集の中心に位置付 け、取 り組 んで きた。
外書 は 日本 が どう見 られて きたか、 日本が海外 か らどう理解 されて きたか を知 る大
事 な文字資料 である。
そ して同時 に、 これ ら外書 に掲載 されてい る挿絵 に我 々は注 目した。挿絵 に描 か
れた 「日本」 には、文字で は表せ ない外 国人の 日本 イメージが込め られてい る。 た
とえ日本の絵やその他 さまざまな日本 の図像 が利用 されていた として も、それを採
用す る 「選択」の 目の中におのず と外 国人の 日本 イメー ジは現 れ る。そ う考 えて、
我 々は外書の中の挿絵 など画像 を 「外 像」 と名付 け、それ らを写真 やデジ タルデ ー
タとして取 り出 し、画像 のデー タベース化 を進めて きた。時代 をまず、 日本が開 国
して海 外に知 られる ようになる!854年 か ら19世 紀の末1900年 まで とし、 日文研が収
集 した外書 か ら 「外像 」 を順次取 り出 した。 こう して、データベ ースに登録 されて
いる 「外像」 の総 数は5万5千 件 を越 す(55,060件、2007年3月 現在)。
デー タベ ース として収録 されてい る画像 の数が5万5千 件 とい うと、 これはか な
りのデ ータ量 になる。 日本 国内で このデー タベース を検索 して も、 デー タ量 の重 さ
に左 右 されて、必要 な もの を取 り出す の になかなか時 間がかか る。 ま してや これ を
海外 で検索す る となる とデー タの転 送 が長 時間にな り、途 中で検索 ・デー タ転送 が
打 ち切 られ るこ とも起 きる。そ もそ もデ ータ量が多 いため に、 まった く検索 がで き
ない場 合 も起 こる。私 自身 イギ リスや ドイッをは じめ ヨー ロッパ諸国で検索 を試 み、
まった く検索 で きなか った りまた じつ に使 い勝手の悪い体験 をした。中国、 タイ、
ベ トナ ムなどのア ジア諸国で もさらに検索 の困難 さを体験 した。
コンピュー タ環境 が整っていなけれ ば(そ してたとえ整っていたにしてもデータの多
さによる転送困難があって)せ っか くの デー タベースが、 と くに海外 で は利用 しに く
い事態がおきていた。電子データによる情報は万能ではなく、これだけに頼っては
いけない と痛感 した。そこでコンピュータを通 じた電子検索が容易でない地域や、
た とえ検索は容易であっても多 くのデータを一挙に俯瞰することが難 しい地域 にい
る研究者が、「外像」を一覧できる方法はないだろうか と考えた。その一つの方法
が印刷物の形で提供することである。現在収集で きた 「外像」の全データを提供す
ることは日本研究支援にとっても有意義であろうと考え、編集を行った。本冊子の
掲載画像は小 さいが、これを手がか りに外像データベースを検索 して必要な外像の
詳細画面にアクセスすることが容易になる。
また、この冊子 自体をざっとめくっていただくだけで も、海外における日本のイ
メージが どのようなものであったかの一端はつかめるであろう。「海外 日本像集成」
と題 したゆえんである。
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